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図 1 留学先で出会った友人たちと筆者(一番左)．

顕微鏡の国際学会の時に再会し，一緒に写真を撮りま

した．
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私は，2023年 9 月に九州大学大学院工学府材料工学専攻

にて博士(工学)の学位を取得し，現在は九州大学にて特別研

究員として勤務しております．学部から博士課程まで，金子

賢治教授のご指導の下，透過型電子顕微鏡(TEM)を用いた

金属材料の微細構造解析に関する研究に取り組んできまし

た．この度は光栄にも本稿を執筆する貴重な機会をいただき

ましたので，これまでの研究を振り返るとともに，今後の抱

負について述べさせていただきます．

私の顕微鏡との初めての出会いは，中学生時代の生物の授

業にまで遡ります．授業課題である光学顕微鏡での微生物の

観察に加えて，課題とは関係の無い身の回りのものまで熱心

に観察していたことを記憶しております．また，幼少の頃に

は，両親に「将来は旅人になる」と常に宣言していたらしく，

私にとってミクロな世界の観察は一種の大冒険のようなもの

で，これに私は魅了されていったのかも知れません．その

後，九州大学工学部に進学し，4 年次に金子研究室に配属さ

れることになります．卒業研究では，「オーステナイト系ス

テンレス鋼における積層欠陥エネルギーに及ぼす窒素添加の

影響の解明」というテーマで，TEM を用いた微細構造解析

に取り組んでいました．研究室配属当初は博士課程に進学す

るつもりは全く無かったのですが，卒業研究を通してある特

徴的な結晶欠陥構造に出会い，「もっと色々な微細構造を観

察してみたい」という想いが芽生えていき，修士課程進学時

に博士課程への進学を決意しました．そして，この時の感動

や想いが今でも，私が研究を行う原動力であると感じており

ます．

修士から博士課程にかけては，「鉄鋼材料中における炭素

クラスターの微細構造解析」に関する研究に従事しました．

鉄鋼材料において炭素は必要不可欠な元素であり，機械的特

性に多大な影響を及ぼします．この炭素を上手く制御するこ

とで，鉄鋼材料を安価に高強度化することが出来ますが，強

化メカニズムは非常に複雑であり，その詳細な解明が求めら

れています．私は，TEM 内で材料を変形させるその場引張

TEM 観察を行うことで，炭素クラスターが転位を強くピン

止めする傾向を見出しました(1)．本結果は，鉄鋼材料中にお

いて，炭素をクラスター化させることが，炭素の有効活用手

法の一つであることを示しています．また，炭素クラスター

を原子スケールで解析することで，炭素クラスター部では炭

素が 1 種の八面体空隙を占有した体心正方晶構造が発現し

ていることが明らかとなりました(2)．

博士課程 2 年次には，金属材料中のクラスターの微細構

造解析といったテーマ関連で，ノルウェー科学技術大学

(Norwegian University of Science and Technology: NTNU)

にて研究留学する機会に恵まれました．NTNU では，

Randi Holmestad 教授(3)と Calin Daniel Marioara 博士のご

指導の下，4DSTEM 法などを用いることで Al 合金中のク

ラスターを可視化する研究に取り組みました(4)．留学して間

もなくは，博士の同期達と意思疎通することも難しく，もど

かしい毎日を過ごしていたことを記憶しております．しか

し，スポーツや共通の趣味，研究に一緒に取り組むことで，

徐々に円滑にコミュニケーションが取れるようになっていき

ました．言葉以外の手段も有効活用して積極的に交流を試み

た 5 か月間の滞在でしたが，このような私に親切にご指導

してくださった Holmestad 教授や Marioara 博士に巡り合

い，また学内で良い友人(図)に恵まれたからこそ，私は留

学を乗り越えることができたと感じています．

振り返ってみると，研究室に配属されて博士課程修了まで

の間，非常に多くの好機に恵まれていたと思います．研究を

通して多くの方々と関わりを持つことができたことも，私に

とって大きな財産であると感じています．まだまだ未熟者で

はありますが，これまでに経験した全てを糧にして，今後大

いにはばたけるよう邁進したいと考えております．

最後になりますが，5 年半もの間，厳しくそして誠心誠意

を持って鍛え上げてくださいました金子賢治教授に厚く御礼

申し上げます．
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